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乳製品需給等情報交換会議における意見（概要） 

 

 

東宗谷農業協同組合 

今年はデントコーンの生育が順調で、生乳生産量を維持できる見込み。 

今年、家庭用バターが足りない中で業務用バターが余っていた。この問題を解消す

るため、バターの賞味期限を延ばす等の工夫を乳業にお願いする。 

 輸入枠数量はゼロにして欲しいが、安定供給が重要ということは承知しているので、

致し方ない。 

 脱脂粉乳の在庫は、国の対策によって２万４千トン減る見込みだが、供給が需要を

上回っている状況は不安であるため、国にコントロールをお願いしたい。 

 

ホクレン農業協同組合連合会 

生乳需給は４月の緩和から夏にはひっ迫へと変化した。生乳を安定的に供給する体

制を構築していく必要がある。 

バターの輸入枠数量については、ゼロにして欲しいというのが正直な気持ち。 

来年度以降、生乳を減産することがないよう関係者と一緒に頑張っていきたい。 

 

一般社団法人 中央酪農会議 

新型コロナ感染拡大の影響で春先に生乳需給が緩和したが、廃棄することなく乗

り切ることができたのは、国や業界関係者、消費者のおかげである。感謝する。 

生乳生産量は８月上旬までは好調だったが、その後の猛暑で落ち込んだ。これ

が、現在の需給ひっ迫の一つの要因となっている。猛暑の影響から生産が回復する

までもう少し時間がかかる。 

生産者は脱バの在庫が増えていることを懸念しており、輸入枠数量は残りゼロに

して欲しいが、安定供給が重要ということも理解している。 

来年度の輸入枠数量については、在庫水準を踏まえて適切に設定して欲しい。 

 

一般社団法人 日本乳業協会 

新型コロナ感染拡大の影響で、家庭で消費する牛乳やバター、はっ
．．

酵乳
．．

の需要が大

きく増加した一方で、業務用は低調で不安定である。 

脱脂粉乳については、製パンやはっ酵乳
．．．．

の需要が強いため前年並みの需要があり、

コロナの影響はそれほどみられない。国の対策によって在庫はある程度減るが、需要

を供給が上回る状況は変わらない。 

 バターについては、業務用バラバターの需要が回復しつつあるが、不安定で、７月

には前年近くまで戻ったが、８月は再び下がる見込みであり、年度全体でみると前年

の９割程度で推移すると見込んでいる。 



輸入については、J ミルクの見通しによると 10 月以降国家貿易による輸入を行わ

なかった場合でも今年度１万３千トン輸入される見込みであり、これ以上の輸入は必

要ない。 

 

卸売業者 

家庭用バターは４月から欠品していたが、現在は回復している。小売からの要望に

対する弊社の納品率は４月には 53％であったのが８月には 70％まで改善しており、

売り場にバターが全くないという状況はない。 

今回の欠品が起きた時は小売がなんとかしてバターを供給するため、一時的にアイ

テム数（商品の種類）が１割程度増えていたが、９月に入って落ち着いてきた。 

業務用バターの需要は依然として低い状況。土産物屋、百貨店、地場の洋菓子店に

おいても影響が残っている。今後は、輸入品から国産への切り替えを進める必要があ

ると考えている。 

 

一般社団法人 全国スーパーマーケット協会 

全国のスーパーマーケットにおいてバターの欠品は報告されていない。 

 

一般社団法人 全国消費者団体連絡会 

安定した生産がなされていると聞き、安心した。 

乳製品は消費者の健康志向に応える商品も多いことから、引き続き安定供給をお願

いする。また、買いだめ等が起きないよう、消費者に正確な情報が伝わるよう適切な

情報発信をお願いする。 

 

一般社団法人 日本パン工業会 

バターの調達には特段の支障はない。 

国産バターについては、これを使用した付加価値のあるパン製品を発売することも

考えられるが、その商品がヒットした場合、国産バターが安定供給されないと、継続

製造・販売ができなくなる。 

また、国産バターと輸入バターの価格には、相当程度の差があるので、パン製品の

製造コストに影響が極力出ないようにバターを供給してほしい。 

 

協同組合 全日本洋菓子工業会 

 緊急事態宣言以降、特に百貨店や空港等の土産品が販売の中心である事業者につい

ては、休業等を行ったため、一時バターの需要自体が減ったという面はある。その後

徐々に事業が回復してきたが、バターの供給は問題なく行われており、組合員からは

バターの調達を心配する声は聞かれていない。今後最需要期に入るが、現時点でバタ

ーの入手について不安視はしていない。引き続き安定供給をお願いしたい。 

 

  



一般社団法人 日本洋菓子協会連合会 

 当会の会員は路面店が多いが、コロナの影響はさほどなく例年通りの製造量であっ

た。遠出は減ったが、近所の店での買い物が増えたことが背景である。 

 

全国菓子工業組合連合会 

 中小の菓子事業者は、乳製品の入手に不安はない。需要が不安定になっているので、

今後どうなるか心配している。引き続き安定供給をお願いしたい。 

 

（以 上） 


